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研究概要：本研究開発では、情報のみでなく電力伝送をも無線化し、時間・周波数・空間・電力などの
多次元的な無線資源のダイナミックな割り当てにより周波数の有効利用を実現する技術を確立する。特に、
通信状況の過酷な屋内環境における周波数有効利用および情報・電力伝送での周波数共用を目指し、
機器や端末の物理的制御と多次元的無線資源割当を統合的に行うことで、屋内自営B5G/6Gをター
ゲットにした情報・電力同時伝送を可能にする技術シーズを創出する。次世代スマートファクトリのデモを
設計・構築し、実環境を用いた実証実験によりその将来性を明らかにする。
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